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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、反公害運動を担った宇井純の活動を中心にして、公害被害者の経験が公共的なも
のとして論議されて、対抗的公共圏とも呼ばれる言論空間を誕生させたのかを検証した。宇井
純が公害問題をどのように理解していたか、宇井純が各地の現場を歩き情報を伝える役割を果
たしたこと、自主講座を開き公害情報を発信する基盤を構築したこと、以上を検証した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study picks up activities of Jun Ui who was a scientist and an activist of 
anti-pollution movements, and inspects how experiences of pollution victims were 
discussed and how public opinion spaces called counter-public spheres were created. Athis 
study inspects how Jun Ui understood pollution problems, how he conveyed informations of 
pollutions and how constructed infrastructures which sent informations of pollutions all 
over Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
  今日環境問題が大きな問題になり、公害問
題はもはや解決したかのように目に見えな
くなっているが、環境問題の原点は公害問題
にある。水俣病など公害問題に早くから取り
組んだ宇井純が収集した資料が埼玉大学に
寄贈されたので、その資料をもとにして宇井
純を中心とする公害反対運動について調査
が可能となった。本研究は、これらの資料を
もとにして、公害問題がどのように議論され、

焦点化されていったのかを検証して、環境問
題と通低する問題構造を明らかにしようと
試みた。 
 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、宇井純が埼玉大学に寄贈
したメモなどの資料類などを利用して、また
関係者への聞き取りを通して、「公害自主講
座運動」を中心とする「対抗的公共圏」構築
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の具体的実践を調査・研究することによって、
「対抗的公共圏」の理念と意義を明らかにす
ることにある。 
（１）未公刊資料調査方法の確立 
 宇井純が寄贈した資料は、本人が利用しや
すいように整理されているとはいえ、どのよ
うに調査したらよいのか、整理の方法を含め
てまったく手がつけられていない。宇井純の
ような活動家が収集した資料は今後も公表
される可能性が大きい。そのような資料調査
の手法を確立することも、本研究の目的のひ
とつである。 
 
（２）理論的研究 
 本研究にとって、対抗的公共圏や社会運動
ネットワークなどの概念は不可欠のもので
あるが、必ずしも確立された概念ではない。
したがって、これらの概念の意味内容を明確
にすることも本研究の目的である。 
 
（３）社会運動ネットワークの実態解明 

同時に本研究の目的は、社会運動ネットワ
ークと対抗的公共圏の理論的研究を進める
とともに、反公害運動ネットワークの中で形
成された「公害自主講座運動」という「対抗
的公共圏」の実践を通して、公害被害者の経
験がどのようにして公共的なものとして論
議され、科学技術の社会的妥当性がどのよう
に論議されたのかを解明することにある。 

 
 

３．研究の方法 
本研究を行うにあたって、三つの方法を用

いた。 

（１）未公刊資料の調査 

第一に、公刊されている資料、未公刊の資

料から、「公害自主講座運動」の内実ととも

に、それがどのようなネットワークに支えら

れていたのかを明らかにする作業である。す

でに、宇井純『公害自主講座15年』（亜紀書

房、1991年）、『公害原論』（亜紀書房、1988

年）などの公刊されている資料以外では、埼

玉大学共生社会センターに所蔵されている

「宇井純公害問題資料コレクション」を中心

として、各地に散らばっている反公害運動関

係の資料の収集と整理が必要である。 

宇井純個人による新聞切り抜き、メモ、ノ

ート、手紙類を整理する作業･調査･研究は、

これまでほとんど実施されなかった手法で

あり、その手法は試行錯誤になると思われる

が、その手法を確立することも重要な意義を

持つことと思われる。 

 

（２）インタビュー調査 

第二に、資料から、対抗的公共圏としての

「公害自主講座運動」のある程度の内実を明

らかにするとともに、同時に、関係者へのイ

ンタビューが欠かせないと思われる。こうし

たインタビューは、単に事実を確認するため

だけではなく、当事者が公害をどのように経

験したのか、また科学的合理性をどのように

とらえ、その社会的妥当性をどのようにとら

えていたのかを再構成するために必要とさ

れる。とりわけ反公害運動のメンバーの中に

は、高齢の当事者も少なくないので、できる

かぎり早急にインタビューをするという作

業が必要とされる。もちろん、こうしたイン

タビューを実施するためには、事前の調査が

必要であり、周到な準備の下で、インタビュ

ーは実施される。 

 

（３）理論研究 

第三に、同時に言うまでもなく、対抗的公

共圏についての理論的研究、他の事例研究に

ついて十分に検討することも必要である。最

終的には、討議デモクラシーにおいて対抗的

公共圏がいかなる意義を持つのかが明らか

にされる。なによりも科学的合理性と個別の

経験のあいだで社会的妥当性がどのように

形成されるのかを検証することができると

考えられる。 
 
 
４．研究成果 
 本研究「対抗的公共圏と社会運動ネットワ
ーク」の対象は、宇井純を中心とした「自主
講座運動」である。その際に、埼玉大学に所
蔵されている「宇井純公害問題資料コレクシ
ョン」について調査を実施し、宇井純自身の
足跡をたどり、ネットワーク形成にどのよう
に寄与したのかを調査した。 
 
（１）資料調査方法の確立 
 今回の調査では、手紙などの資料は公開さ
れておらず利用できなかったが、宇井純が収
集した資料、新聞の切り抜きなどが利用でき
た。それらの資料から、宇井純の関心、活動
内容、ネットワークの実態について明らかに
した。こうした調査手法は、ほとんど実施さ
れたことがなく、いわばパイオニア的調査と
いえるであろうし、今後同様の資料を調査す
る場合の指針となるだろう。 
 
（２）対抗的公共圏概念の確立 
 公共圏の概念が、個人の経験から切り離さ
れた言論空間であるのに対して、対抗的公共
圏はなによりも個人の経験に根ざした言論
空間である。さらに個人の経験に根ざしなが
らも、それが普遍的な意味を持つことが強調
される空間である。公害被害という経験は、



 

 

個人の経験でありながら、公共的な、普遍的
な意味を持つことから、反公害運動が対抗的
公共圏の担い手に一つになった。 
 公共圏／対抗的公共圏概念を経験概念と
の関連で理解することにより、公共圏概念が
より豊富化されて、公共圏が多様な色彩を帯
びていることが強調されるようになった。公
共圏概念については、近年数多くの研究が講
評されているが、経験概念を中心とした対抗
的公共圏概念へ着目した本研究は、公共圏の
理論的研究を前進させたものといえるであ
ろう。 
 また経験概念を中心におくことによって、
これまで経験概念をさまざまに位置付けて
きた思想史の中で、公共圏問題を考えること
ができるようになった。 
 
（３）科学技術の合理性と公共圏 
 公害被害ははっきりしているのに、科学技
術の厳格な合理性を基準にすると、必ずしも
因果関係がはっきりしないことが少なくな
い。公共圏での議論は、科学技術的合理性で
はなく、社会的合理性を基準としている。公
共圏において公害問題が取り上げられるの
は、この社会的合理性が基準となっている場
合である。そして社会的合理性がどのように
して構築されるのか、宇井純がどのようにし
て、この社会的合理性構築に寄与したのか、
検証した。科学技術者から構成される公共圏
では科学的合理性が基準となっており、公共
圏でも大きな影響力をもっている。そうした
公共圏のあり方を問い直すものとして対抗
的公共圏概念が積極的な役割を果たしてい
ることを明らかにした。 
 
（４）社会運動ネットワークの分析 
①公害被害現場のネットワーク 

宇井純は、自ら公害の現場に足を運んで、
現地の情報をほかの現場に伝えていた。それ
ぞれの公害の現場は、宇井純を介して、情報
を伝達するとともに、他の現場の経験が届け
られて、他の経験から多くのことを学んだ。
こうして宇井純は、各地の公害の現場と現場
を結び付ける役割を果たした。 
 宇井純のこのような活動は、ネットワーク
形成に寄与したというだけではなく、これら
のネットワークを通じて現場に根ざした知
識の構築にも寄与した。 
 残念ながら宇井純が訪れた現地をすべて
カバーするにはいたらなかったので、ネット
ワークの全体像については今後に残された
課題となる。 
②反公害運動ネットワークと公共圏 
 さらに宇井純は、自主講座を組織して、公
害現場の被害者などの当事者を東大に招い
って、当事者みずからに自らの経験を語って
もらった。大学やメディアが集中している東

京で当事者に語ってもらうことで、全国的に
メディアで注目されるようになるという効
果的であった。各地域では地域メディアを通
じて知られていることでも全国的なメディ
アの対象になっていないために、全国的は知
られていないことも少なくない。宇井純はこ
うしたメディア戦略を考え、実践に移してい
た。こうして自主講座は、何よりも各地域と
東京における情報格差を解消して、対抗的公
共圏確立に大きな役割を果たした。 
③メディアとしての自主講座 
 自主講座は、大学生にとどまらない多くの
聴衆を集めて、東京において全国各地の公害
問題について知ることができる場として機
能した。同時に自主講座は、各地の反公害運
動の情報を掲載する雑誌を作り、反公害運動
の交流点として役割も果たした。 
 自主講座の担い手を中心とする公共圏は、
そこで議論が展開されるだけではなく、そこ
から実際に反公害運動の担い手を輩出した。 
④自主講座とＮＧＯ 
 宇井純と自主講座の活動は、日本国内にと
どまらず、世界に日本の公害の実態について
の情報を発信し、さらに日本企業による公害
輸出に反対する運動の一翼を担った。自主講
座のこうした活動は、日本におけるＮＧＯ活
動の一つの源流を形成している。 
 これはまた国内の社会運動と国際的活動
の担い手であるＮＧＯとのあいだのネット
ワークがどのように形成されたのかを明ら
かにするはずであるが、これまで十分な調査
を実施することができなかった。 
 
（５）今後の展望 
 宇井純と自主講座を中心にして、日本にお
ける反公害運動のネットワークがいかに形
成されていったかを調査したが、反公害運動
のネットワークは複数存在しており、それら
のネットワークのあいだのネットワークの
構造がどのようなものであるかは、いまだに
未解明のままである。また反公害運動と平和
運動、女性運動、マイノリティの運動など争
点が異なるその他の社会運動のあいだのネ
ットワークがどのようなものか、これについ
てもまだはっきりしていない。 
 １９６０年代以降の社会運動を見るとき、
さまざまな社会運動のあいだでネットワー
クが形成されていると予想できるが、今回の
調査・研究でも、社会運動ネットワークの全
貌は見えてこなかった。こうした点は、今後
の調査・研究すべき重要な論点として残され
たままである。また、聞き取り調査について
は、社会運動ネットワークの輪郭だけは明ら
かにすることができた研究目的を明らかに
できるほどには実施できなかったが。 
 最後に、本研究の成果ついては、今後補充
調査を実施しながら、順次、学会や論文の形



 

 

で公表していく予定である。 
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